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～長崎県から安全・安心な有機緑茶を海外へ～ 

有限会社北村製茶 代表取締役 北村 誠 

 

昭和 44年「緑茶を有機栽培してください」という消費者の声から、先代の社長が北村製茶での有機栽

培の緑茶づくりを始めました。昭和 50年から化学農薬・化学肥料を全く使わない無農薬・有機栽培によ

る茶の栽培に移行しました。除草も農薬を一切使用せず、手作業です。無農薬栽培は、茶葉が虫害・病

害の被害に遭いますので茶葉収量が激減し農業所得も減少します。無農薬栽培での茶樹の環境が落ち着

き茶葉収量が元に戻るのに 5年程度かかることから、無農薬栽培の難しさがあります。 

多くの緑茶生産者は、茶の栽培、製茶加工した緑茶を茶市場へ出荷するのが一般的です。そこで、茶

商が茶市場に出荷された緑茶を買い取り、店舗で販売することになります。弊社は、茶の栽培、製茶加

工、販売の一貫経営を行っています。つまり、販売分野にも力を置くことで、パッケージ等に無農薬・

有機栽培などといった商品の特徴を消費者に訴えることができ、他商品との差別化が図られ、北村製茶

のブランド化にも繋がります。 

地域貢献も行っています。長崎県立農業大学校で、有機農業の経営や栽培技術などの指導、地元の幼

稚園、小学生を対象に茶摘みや実際に緑茶を加工したりする実体験、県内各地で美味しい緑茶の淹れ方

教室も開催しています。 

海外では緑茶の残留農薬基準値が日本に比べ厳しく、一般の栽培法では海外への緑茶の輸出は難しい

です。弊社では無農薬・有機栽培に取り組んでいますので、平成 29年からオーガニック茶の需要が高い

香港へ高級茶の輸出を開始しました。また、ニューヨークでも高級オーガニック緑茶、ほうじ茶、工業

技術センターと共同で開発した低カフェイン有機緑茶の販売も始めました。他にも、EU諸国からの視察

も受け入れており、輸出の可能性を探っています。今後も、長崎から安全・安心な有機緑茶を海外に更

に展開していきます。 

 

有限会社北村製茶の茶園の風景              有限会社北村製茶の商品 

巻頭言 
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長崎県議会農水経済委員会 現地調査 

6月 27日（火）、長崎県議会農水経済委員会 現地調査が実施されました。来所者は 15名（農水経済

委員会委員 9名、随行者 6名）でした。当センターの概要説明に続き、３Dプリンター、三次元測定機、

及び食品開発支援センターの施設を見学していただきました。視察、意見交換会を通じて、県内企業の

DX化の推進、航空機関連産業、及び食品開発・高付加価値化への支援について情報交換を図ることがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農水経済委員会 現地調査              センターの概要説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３Dプリンターの説明                三次元測定機の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品開発支援センターの説明        視察終了（食品開発支援センター前にて） 

トピックス 
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研究キャラバン 

6 月 27 日（火）、佐世保機械金属工業協同組合で研究キャラバン（意見交換会）を実施しました。参

加者は 18名（協同組合企業 9名、長崎県産業振興財団 1名、長崎大学 1名、工業技術センター7名）で

した。 

研究キャラバンでは、当センターの概要説明、3D-CADの説明のほか、成長型中小企業等研究開発支援

事業(Go-Tech 事業)や長崎県産業振興財団、長崎大学の取り組みについて紹介し、意見交換を行いまし

た。意見交換では、3D-CADのデータ作成、ソフトなどについて、活発な質疑応答がなされました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内の製造現場に即した鋳物砂性状の管理手法に関する研究 

 

事 業 名  経常研究  

研究期間   令和 5～7年度 

担 当 者  機械加工科 大田 剛大、梅木 宣明 

 

 鋳造は複雑な形状の部品や大型の部品を効率的に生産する技術であり、また振動の減衰能が優れてい

るために大型の回転部品などに適用されます。さらに、プレス加工の端材などを材料に使うので資源の

有効利用になっています。県内には４社が立地しており、受注先は広く県外にも広がっています。 

鋳造は溶かした金属を鋳型に流し込み、冷却、凝固させます。このとき金属を造型するのに鋳物砂な

どが使用されます。この鋳物砂の品質は鋳造品の品質に大きく影響しますが、使用するにつれて状態が

悪くなり鋳造品の品質が劣化する現状にあります。鋳物砂は、再利用の過程で生じる熱や摩擦による割

れや付着物の残留などが問題になっています。これらを防ぐために砂の補給を行っていますが科学的根

拠に基づく作業の効率化が重要となっています。 

本研究では、鋳物砂性状の分析結果と鋳造欠陥データの関連性を調査し、得られたデータをもとに判

別モデルの作成および妥当性を評価します。図に示すように得られた判別モデルをもとに、企業ごとに

有効な項目を選択して鋳造欠陥モデルを作成します。このモデルを活用することで不良率の低減や管理

新規事業紹介 
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工数の削減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             図 鋳造欠陥モデル 

 

 

バイオマス系弾性高分子の開発とシート材料への応用 

 

事 業 名  経常研究 

研究期間    令和 5～7年度 

担 当 者  研究企画課 市瀬 英明 

 

近年、官公庁や大企業においてはグリーン調達などの環境意識が醸成されつつあります。国が循環型

社会形成推進基本計画に基づいてバイオマスプラスチックの活用推進を先導しており、今後、環境調和

型材料の市場は拡大の一途をたどると予想されています。それを受けて、本県においても合成樹脂関連

企業の皆様から、輸入資材との差別化や自社製品の高付加価値化の一環として、バイオマスプラスチッ

クなどの環境調和型材料の開発のご要望をいただく機会が増えてきました。 

しかし、バイオマスプラスチックは天然由来成分を含有するために耐加水分解性（耐久性）に劣ると

いう課題があります。とくにエラストマーのような軟質系弾性高分子材料においては、劣化により粘弾

特性が著しく低下するため長期使用が難しいなどの課題があります。 
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そこで、本研究では、耐加水分解性に優れた高バイオマス度の弾性高分子を開発します。まず、耐加

水分解性に優れたバイオマス原料の探索とその反応系を設計します。ポリウレタンエラストマーをター

ゲットとして、天然由来のバイオマス原料でこれを改質・合成することにより、高バイオマス度のエラ

ストマーを開発します。あわせて、エラストマー分子の高次構造を制御することにより、高バイオマス

度でありながら、従来のエラストマーの実用特性を実現する新たなシート材料を開発します。最終的に、

共同研究企業の皆様と一緒に粘着シートやローラー部品などの産業用資材としての実用化を目指しま

す。 

 

県産地域資源に含まれる D-アミノ酸の解析と含有食品の開発 

 

事 業 名  経常研究 

研究期間    令和 5～7年度 

担 当 者  食品開発支援センター 玉屋 圭、宮田 裕次、三島 朋子、河村 俊哉 

 

県内では醤油、味噌、漬物などの様々な発酵食品が製造販売されています。本研究では、県内で製造

されている発酵食品の高付加価値化を目的として、図に示す D-アミノ酸を高度に含む食品の開発を行い

ます。開発内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 D-アミノ酸 

 

・液体クロマトグラフ装置を用いた D-アミノ酸の分析法の検討 

・D-アミノ酸を生産する微生物株の選抜 

・県内企業が製造する発酵食品に含まれる D-アミノ酸解析 

・D-アミノ酸を含有する食品の試作 

 

本研究により得られる D-アミノ酸生産株や発酵食品に関するデータなどの成果が県内企業に活用され

ることにより、新製品の開発、あるいは従来製品の改良、付加価値向上が達成されます。各種食品の製

造販売を行っている県内企業と共同での取り組みを実施し、新たな製品を開発することにより県内食品

産業の高度化・振興を目指します。 
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フライス加工の加工制御方法（特許第 5145497号） 

 

担 当 者  機械システム科 小楠 進一 

 

技術の概要 

工作物表面に重なりがない微細なディンプルを創生することで、表現力のある装飾を施すことができ

ます。従来のフライス加工の加工制御方法では、ディンプルを形成するために、「フライス工具を被工作

物表面に近付ける→離す→次のディンプルの位置に移動する」を繰り返していたため、非切削工程に要

する工具の移動距離が増加してしまい、総加工時間が増加していました。 

本特許では、被工作物表面にディンプルを形成するフライス工具を用いたディンプル形成加工方法に

おいて、フライス工具を被工作物表面に対して平行移動させながら、切削条件決定工程で算出された切

削条件に応じてフライス工具を制御することで、総加工時間が増加する問題を解決することができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シーズ紹介 
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船舶用過給機部品の品質管理 

有限会社秀工社は、機械加工技術、溶接技術、鋳造技術、組立技術を四本柱としており、タービン、

コンプレッサ、過給機（ターボチャージャー）等の部品製造・組み立てを行っています。５軸制御マシ

ニングセンタなどのNC工作機械を複数台所有し、複雑かつ高精度の部品加工を行うとともに、バランス

マシーンによる精密回転構造物の組立にも対応しています。 

主力製品である船舶用過給機は、出荷に際し、日本海事協会等の国際船級協会連合による製品検査と

承認を受ける必要があります。平成 29年度の国際船級協会連合のルール改正により、過給機の車室（鋳

造部品）に対しては、引張試験等、機械的性質の提出が義務付けられることとなりました。中国工場の

引張試験環境を整備することが急務となりましたが、試験機の調達、試験機・試験環境の船級承認を受

けるまでには 1年以上の時間を要したそうです。中国工場の試験環境が整備されるまでの間、工業技術

センターに毎日のように通っていただき、依頼試験（引張試験）を利用してもらったことで、安定した

出荷体制を維持することに貢献しました。 

工業技術センターでは、県内企業の溶接施工法承認取得や新たな顧客からの新規受注を品質管理の面

からサポートしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万能材料試験機（工業技術センター）     過給機組立エリア（令和 5年 4月 新工場稼働開始） 

 

 依頼試験を利用して品質管理に取り組んだ 

有限会社秀工社（諫早市）の中里誠部長のお話 

 
国際船級協会連合のルール改正により、急な引張試験の対応に迫られる

こととなりましたが、工業技術センターの依頼試験（引張試験）によって

安定した供給体制を維持することができました。 

このほか、新たな溶接施工法承認の取得や、三次元測定機、走査型電子

顕微鏡による品質検査が必要になった場合も工業技術センターを活用して

います。様々な技術課題に対して相談ができるので助かります。 

 

支援成果事例紹介 



  

8 
ITCN CHALLENGE 230 – July 2023 

 

 

シミュレーション技術研究会（令和 5 年度第 1 回講演会） 

6 月 27 日（火）、本年度第 1 回シミュレーション技術研究会を長崎県美術館で開催しました。今回は

化学反応機構解析と材料設計シミュレーションをメイントピックスとして、2 件の講演を企画しました。 

大賀恭教授（大分大学理工学部）からは、溶液中の化学反応で観測される特異的な反応速度抑制現象（動

的溶媒効果）について、興味深い事例の紹介がありました。動的溶媒効果は、極高圧下で化学反応にお

いて反応分子が周囲の溶媒分子の構造変化に追随できないことに起因する特異的現象であり、その詳細

なメカニズムは未だ不明です。高圧下の化学反応は食品加工や新素材開発で幅広く利用されており、そ

の基礎的知見の解明が待たれています。 

続いて、研究会幹事の重光から反応速度理論の新しい理論的展開について報告しました。動的溶媒は

反応速度解析の定説である遷移状態理論では解釈できず、化学平衡の破綻を考慮する必要があります。

この非平衡効果を考慮するため、クラマース理論の多次元拡張や反応鞍点回避機構の研究成果を発表し

ました。 

講演終了後、参加者から各自の研究テーマの紹介があり、ケミカルリサイクル反応や滴定用指示薬の

分子構造決定に関して自由討議を行いました。参加者は 5名でした。 

本研究会では、今後もシミュレーション技術に関する最新情報・活用事例を積極的に発信して参ります。 

 （幹事 重光保博・入江直樹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究会・セミナー開催報告 
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 ６月     ７日 ながさき半導体ネットワーク会議第１回総会 （長崎市） 

    ８～９日 九州連携ＣＡＥ研究会（一部 Web）     （山口県） 

     １６日 西九州テクノコンソーシアム理事会・総会、交流会（佐世保市） 

  ２０～２１日 本格焼酎・泡盛鑑評会               （広島市） 

     ２２日 発明協会総会                （工業技術センター） 

     ２７日 研究キャラバン(佐世保機械金属工業協同組合) （佐世保市） 

         シミュレーション技術研究会         （長崎市） 

         県議会農水経済委員会現地視察        （工業技術センター） 

      ３０日 長崎県食料産業クラスター協議会総会     （長崎市） 

      ３日  長崎大学水産学部２年生施設見学       （食品開発支援センター） 

      ４日 大村高校文理探求科１年生施設見学      （工業技術センター） 

   ５日～６日 九州・沖縄地域公設試及び産総研九州センター研究者合同研修会    

（佐世保市、窯業技術センター） 

      ６日 単式蒸留焼酎業伝統技術継承発展勉強会     （福岡県） 

         集落の産品づくり支援事業研修会並びに担当者会議（長崎市） 

         南島原市そうめん小麦研究会総会        （南島原市） 

    ６～７日 公立鉱工業試験研究機関長協議会総会      （三重県） 

      ７日 野菜技術者協議会研修会            （諫早市） 

     １９日 金属材料強度試験セミナー(第１回、第２回)   （工業技術センター） 

  １９～２０日 全国醤油品評会                （東京都） 

      ２０日 金属材料強度試験セミナー(第３回)       （工業技術センター） 

          大村高校ＳＳＨ科学研究・３年生課題探求発表会 （大村市） 

     ２５日 九州イノベーション創出戦略会議(KICC)通常総会 （福岡市） 

          

 

 

技術相談   ５月   １１２件    ６月    １１８件 

依頼試験   ５月   １０１件    ６月    ２０１件 

設備開放   ５月    ６７件    ６月    １１７件 

 

 皆様のご利用をお待ちいたしております。 

 

 

 

 

 

 

工業技術センターだより 

６～７月の行事 

おもな技術支援の件数（５～６月） 
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令和５年度長崎県デジタル力向上支援事業費補助金のご案内 

募集期間が 8月 31日まで延長されました。是非、ご活用ください。 

 

お知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


